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著
作
権
思
想
か
ら
見
た
「
民
芸
」
運
動 

 
 

― 

柳
宗
悦
の
著
作
を
中
心
に 

― 

 

 

小
田
部 

胤 

久 

 

序 

  

柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
年
）
は
「
民
芸
」
運
動
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
民
芸
と
は
柳
が
一
九
二
五
年
に
自
ら
造
語
し
た
言

葉
で
、
民
衆
的
工
芸
の
省
略
形
で
あ
る
。
当
初
柳
は
、
こ
の
日
本
語
に folk art 

と
い
う
英
語
を
対
応
さ
せ
て
い
た
が
、
後
に
は art 

と
い
う
語
の

持
つ
語
感
を
嫌
っ
て
、folk-craft 

と
い
う
英
語
を
自
ら
造
語
し
て
い
る
。 

 

「
民
芸
」
概
念
の
成
立
は
、
「
在
銘
」
の
も
の
に
対
す
る
「
無
銘
」
の
も
の
の
価
値
の
〈
発
見
〉
を
、
あ
る
い
は
「
天
才
」
に
対
す
る
「
工
人
」

の
価
値
の
〈
発
見
〉
を
、
そ
し
て
、
す
ぐ
れ
た
天
才
の
作
品
の
う
ち
に
芸
術
の
発
露
を
見
出
し
て
き
た
眼
差
し
の
変
革
を
前
提
と
し
て
い
る
。
独
創

的
な
作
者
が
自
分
の
作
品
に
署
名
す
る
、
と
い
う
事
態
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
近
代
的
な
芸
術
観
に
対
す
る
柳
の
批
判
が
、
彼
の
民
芸
論
の
根
底

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
は
近
代
の
個
人
主
義
を
、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
も
の
を
私
的
に
所
有
し
支
配
す
る
、
と
い
う
近
代
的
な
制
度
を
批
判
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
柳
は
〈
著
作
権
〉
の
問
題
を
直
接
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
民
芸
理
論
は
、
近
代
的
な

芸
術
観
と
密
接
に
連
関
す
る
著
作
権
思
想
の
射
程
を
反
省
す
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
的
な
考
え
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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柳
は
名
も
な
き
工
人
を
評
価
し
、
ま
た
ギ
ル
ド
の
再
興
を
目
指
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
浜
田
庄
司
、
河
合
寛
次
郎
、
富
本
憲
吉
と
い
っ
た
天
才
的

な
個
人
作
家
を
重
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
民
芸
館
か
ら
一
切
の
「
在
銘
」
の
作
品
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
一
種
の
原
理
主
義

に
立
つ
人
々
は
、
柳
の
も
と
を
離
れ
、
別
組
織
を
作
る
こ
と
に
も
な
る
（
た
と
え
ば
三
宅
忠
一
の
場
合
）
。
だ
が
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
側
面
を
彼
の
思
想
が
抱
え
て
い
る
の
は
、
彼
が
近
代
の
う
ち
に
あ
っ
て
近
代
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ

し
て
ま
た
、
民
芸
と
は
著
作
家
と
し
て
も
実
践
者
と
し
て
も
天
才
的
で
あ
り
、
ま
た
西
洋
近
代
の
美
学
理
論
を
学
ん
だ
柳
に
よ
っ
て
成
立
し
た
概
念

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
近
代
的
な
刻
印
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
必
然
で
も
あ
る
。 

 

柳
は
単
に
「
民
芸
」
の
理
論
家
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
に
お
い
て
心
理
学
を
専
攻
し
た
が
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」

に
満
足
で
き
な
か
っ
た
柳
は
、
大
学
制
度
か
ら
は
一
定
の
距
離
を
と
り
（
１
）

、
自
ら
の
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
、
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
（
一

九
一
四
年
）
、
神
秘
主
義
を
扱
う
『
宗
教
と
そ
の
真
理
』
（
一
九
一
九
年
）
を
公
刊
し
、
ま
た
一
九
三
一
年
に
は
雑
誌
『
ブ
レ
イ
ク
や
ホ
イ
ッ
ト
マ

ン
』
を
創
刊
す
る
な
ど
、
当
時
の
一
級
の
知
識
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
領
域
に
お
い
て
活
躍
し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
柳
を
「
民
芸
」
理
論
家

と
み
な
す
こ
と
は
、
彼
の
一
面
的
評
価
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
柳
の
民
芸
理
論
は
「
ギ
ル
ド
（
協
団
）
」
や
「
協
同
的
所
産
」
に
関
す
る
社
会
理

論
、
器
（
な
い
し
道
具
）
と
人
間
の
関
係
を
め
ぐ
る
人
間
学
、
「
型
」
を
め
ぐ
る
芸
道
論
な
ど
と
も
密
接
に
か
か
わ
り
、
彼
の
さ
ま
ざ
ま
の
活
躍
の

一
つ
の
集
約
点
な
い
し
結
節
点
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
彼
の
民
芸
理
論
に
即
し
て
著
作
権
思
想
の
も
つ
問
題
点
に
接
近
す
る

こ
と
が
以
下
の
課
題
で
あ
る
。 

 

一 

柳
の
出
発
点 

  

柳
は
早
熟
の
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
雑
誌
『
白
樺
』
が
発
刊
さ
れ
た
が
、
学
習
院
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
柳
も
そ
の
創
立
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
り
、
同
誌
に
多
く
の
論
考
を
寄
せ
た
。
彼
が
そ
こ
に
お
い
て
主
題
と
し
た
の
は
、
主
と
し
て
芸
術
、
宗
教
、
哲
学
で
あ
る
。
東
京
帝
国
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大
学
在
学
中
の
一
九
一
二
年
に
公
刊
し
た
論
考
「
革
命
の
画
家
」
は
、
彼
の
最
初
期
の
思
想
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
「
革
命
の
画
家
」
と
は
、
セ

ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ
テ
ィ
ス
ら
の
い
わ
ゆ
る
後
期
印
象
派
の
画
家
を
指
す
。
白
樺
派
の
同
人
で
あ
る
武
者
小
路
実
篤
か
ら
こ
れ
ら

の
画
家
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
柳
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

げ
に
芸
術
は
人
格
の
反
映
で
あ
る
。
そ
は
表
現
せ
ら
れ
た
る
個
性
の
謂
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
芸
術
の
権
威
と
は
そ
こ
に
包
ま
れ
た
る
個
性
の

権
威
で
あ
る
。
…
…
従
っ
て
美
と
は
芸
術
の
目
標
に
非
ず
し
て
、
自
己
の
表
現
こ
そ
は
其
目
的
で
あ
る
。(I, 545-546)

 

（
２
） 

 

柳
が
こ
こ
で
「
個
性
」
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
代
の
流
れ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
評
論
家
の
唐
木
順
三
（
一
九
〇
四
―
八
〇
年
）
は
一
九
四

九
年
に
「
現
代
史
へ
の
試
み
―
―
型
と
個
性
と
実
存
」
を
著
し
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
唐
木
は
一
九
一
〇
年
代
に
日
本
の
近
代
史
の
一
つ
の
断
絶
を

見
出
し
て
い
る
。
日
本
の
近
代
化
は
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
と
と
も
に
始
ま
る
が
、
唐
木
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
代
こ
そ
、
な
お
前
近
代
的
制

度
の
影
響
下
に
教
育
を
受
け
た
世
代
に
代
わ
っ
て
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
生
ま
れ
た
新
た
な
世
代
が
前
近
代
的
・
封
建
的
な
さ
ま
ざ
ま
の
制
度
を

批
判
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
型
」
が
失
わ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
個
性
に
立
つ
教
養
派
の
台

頭
」
し
た
時
代
で
あ
る
、
と
唐
木
は
主
張
す
る
。
柳
を
含
む
白
樺
派
の
人
々
は
、
こ
の
「
個
性
に
立
つ
教
養
派
」
を
代
表
す
る
。
白
樺
派
以
前
の
人
々

が
、
自
ら
の
東
洋
的
伝
統
を
も
と
に
、
「
そ
の
上
で
西
洋
を
学
ん
だ
」
た
め
に
、
常
に
東
洋
と
西
洋
の
、
あ
る
い
は
日
本
の
封
建
遺
制
と
西
洋
近
代

の
「
間
隙
を
統
一
綜
合
」
し
よ
う
と
「
苦
悩
」
し
た
の
に
対
し
て
、
白
樺
派
の
世
代
の
人
々
は
、
も
は
や
こ
う
し
た
苦
悩
を
知
ら
ず
、
西
洋
か
ら
近

代
的
な
理
念
と
し
て
の
「
個
性
」
を
受
け
入
れ
、
個
性
と
普
遍
的
人
類
性
と
を
直
接
に
架
橋
し
う
る
と
考
え
、
個
性
と
普
遍
的
人
間
性
と
を
本
来
媒

介
す
る
は
ず
の
中
間
項
と
し
て
の
国
家
・
社
会
・
民
族
を
捨
象
し
た
（
３
）

。
お
そ
ら
く
小
宮
豊
隆
（
一
八
八
四
―
一
九
六
六
年
）
の
エ
ッ
セ
ー
「
中

村
吉
右
衛
門
論
」
（
一
九
一
一
年
）
は
唐
木
の
い
う
「
型
の
喪
失
」
を
最
も
典
型
的
に
示
す
最
初
期
の
例
と
い
え
よ
う
。
こ
の
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て

小
宮
は
、
中
村
吉
右
衛
門
（
一
八
八
六
―
一
九
五
四
年
）
の
特
徴
を
「
『
型
』
の
芝
居
を
『
心
』
の
芝
居
に
変
ぜ
し
め
た
点
」
に
求
め
、
役
者
の
「
箇



 206 

性
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
４
）

、
こ
の
時
期
の
柳
も
ま
た
唐
木
の
い
う
教
養
派
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
５
）

。 

 
だ
が
、
柳
に
と
っ
て
の
「
個
性
」
な
い
し
「
人
格
」
は
、
近
代
的
な
主
観
・
客
観
の
対
立
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
柳
は
次
の
よ
う
に
続

け
て
い
る
。 

 

而
し
て
吾
人
の
人
格
の
全
的
存
在
が
充
実
せ
ら
る
る
時
と
は
如
何
な
る
場
合
を
指
す
可
き
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
に
し
て
云
え
ば
そ
は
実
在
経
験
の

謂
で
あ
る
。
実
在
経
験
と
は
物
象
が
吾
に
於
て
活
き
、
吾
を
物
象
の
裡
に
感
じ
、
両
者
主
客
を
没
し
た
る
知
情
意
合
一
の
意
識
状
態
で
あ
る
。(I, 

546) 

 

柳
の
こ
の
言
葉
遣
い
は
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
（
一
九
一
一
年
）
を
想
起
さ
せ
る
が
、
西
田
は
柳
に
と
っ
て
高
校
時
代
の
恩
師
の
一
人
で
も

あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
「
革
命
の
画
家
」
か
ら
二
年
後
の
一
九
一
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
で
は
、
ブ
レ
イ
ク
に
即
し
て
、
「
自
己
寂

滅(self-annihilation)

」
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。
「
愛
と
は
自
我
の
寂
滅
で
あ
る
。
寂
滅
と
は
完
全
な
個
性
の
拡
充
で
あ
り
流
出
で
あ

り
実
現
で
あ
る
」(IV

, 214)

。
「
自
己
寂
滅
と
は
自
己
の
否
定
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
自
己
の
完
全
な
拡
充
で
あ
る
、
個
性
の
無
辺
な
表
現
で

あ
る
、
自
己
と
宇
宙
の
合
一
で
あ
る
」(IV

, 306)

。
こ
の
よ
う
に
柳
は
、
「
大
自
然
」
と
の
「
融
合
」
の
う
ち
に
個
性
な
い
し
自
己
の
本
来
の
あ
り

方
を
見
て
取
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
柳
は
西
洋
の
芸
術
史
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
返
す
。
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
イ
ク
は
近
代
に
お
け

る
「
偉
大
な
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
の
復
興
」(IV

, 32)

で
あ
り
、
か
つ
ブ
レ
イ
ク
こ
そ
「
此
新
運
動
〔
後
期
印
象
派
〕
の
先
駆
者
で
あ
り
又
預
言
者
で
あ

る
」(IV
, 376)

、
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
ブ
レ
イ
ク
を
経
て
後
期
印
象
派
に
い
た
る
流
れ
を
「
自
己
の
宇
宙
の
合
一
」
と
い
う
観
点

か
ら
展
望
し
つ
つ
、
そ
こ
に
「
仏
教
」
（
あ
る
い
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
東
洋
の
神
秘
主
義
）
と
相
通
じ
る
側
面
を
見
出
す(IV

, 474
)

 

（
６
）

。
現

代
の
最
新
の
芸
術
で
あ
る
後
期
印
象
派
を
東
西
の
伝
統
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
を
執
筆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳
は
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東
洋
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
つ
つ
西
洋
の
近
代
と
対
峙
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
７
）

。 

 
そ
し
て
「
革
命
の
画
家
」
の
う
ち
に
も
、
ま
た
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
の
う
ち
に
も
、
柳
の
後
年
の
思
想
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
視
点
が

含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
声
な
き
果
物
も
、
黙
せ
る
木
…
…
も
、
彼
〔
真
の
芸
術
家
〕
に
は
言
葉
あ
る
如
く
物
語
る
の
で
あ
る
。
…
…
一
切

の
自
然
も
人
類
も
彼
に
は
平
等
で
あ
り
同
胞
で
あ
る
」(I, 565)

、
と
い
っ
た
「
革
命
の
画
家
」
に
お
け
る
主
張
、
さ
ら
に
、
ブ
レ
イ
ク
に
と
っ
て
は

「
微
細
な
も
の
」
こ
そ
「
荘
厳
の
基
礎
」
で
あ
る(IV

, 337)

、
と
い
う
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
に
見
ら
れ
る
主
張
は
、
「
『
あ
た
り
ま
え
』

や
『
な
み
』
の
世
界
を
見
つ
め
た
」
詩
人
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
へ
の
彼
の
共
感
と
と
も
に(V

, 13)

、
後
の
「
民
芸
」
観
を
支
え
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

「
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
」
が
近
代
に
お
い
て
な
お
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
も
、
近
代
以
前
の
職
人
に
注
目
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る

(IV
, 29-35)

。
た
だ
し
、
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
に
お
い
て
柳
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
」
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

柳
が
ゴ
シ
ッ
ク
に
つ
い
て
集
中
的
に
論
じ
た
の
は
、
一
九
二
一
年
の
論
考
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
芸
術
」
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
論
考
で
は
、
二
つ
の

点
が
注
目
に
値
す
る
。
第
一
に
、
「
中
世
の
美
術
は
…
…
一
個
の
意
識
せ
ら
れ
た
才
能
よ
り
生
ま
れ
出
た
の
で
は
な
い
。
広
く
凡
て
の
者
を
代
表
す

る
天
才
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
」(I, 602)

、
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
柳
は
中
世
の
芸
術
家
を
独
自
で
特
別
な
存
在
と
み
な
す
の
で
は
な
く
民
衆
の

代
表
者
と
み
な
す
。
こ
れ
は
、
彼
の
民
芸
観
に
通
じ
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
「
〔
ゴ
シ
ッ
ク
の
〕
芸
術
に
は
常
に
非
個
人
的
な
何
も
の
か
深
い
も

の
が
内
在
す
る
」(I, 602)

、
と
指
摘
し
た
上
で
、
柳
は
こ
の
「
非
個
人
的
な
」
も
の
を
「
象
徴
」
と
関
連
づ
け
る
。
柳
が
こ
こ
で
「
象
徴
」
と
呼
ん

で
い
る
の
は
、
「
示
そ
う
と
す
る
人
物
に
与
え
ら
れ
た
伝
統
的
な
型
」(I, 601)

の
こ
と
で
あ
る
。
個
人
に
先
立
つ
「
型
」
の
存
在
こ
そ
、
ゴ
シ
ッ
ク

の
芸
術
を
「
共
通
の
思
想
と
意
志
と
か
ら
生
れ
た
民
族
の
芸
術
」(I, 615)
た
ら
し
め
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
芸
術
に
近
代
の
芸
術
を
越
え
る
力
強
さ
を
与
え

る
。 

 

中
世
に
於
て
は
承
認
せ
ら
れ
た
型
図
に
従
う
事
に
よ
っ
て
、
普
通
の
芸
術
家
す
ら
、
強
い
感
情
を
人
々
に
目
覚
ま
し
得
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
ゴ

シ
ッ
ク
本
寺
に
見
ら
れ
る
基
督
と
、
あ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
伝
統
を
無
視
し
て
「
最
后
の
審
判
」
に
描
い
た
讐
討
と
う
と
し
つ
つ
あ
る
基
督
と
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を
、
如
何
に
対
比
し
て
眺
め
る
で
あ
ろ
う
。(I, 603) 

 

な
お
、
「
型
」
の
問
題
は
、
柳
が
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
「
茶
道
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
第
四
節
で
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

二 

「
民
芸
」
概
念
の
成
立 

  

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
柳
が
「
民
芸
」
と
い
う
語
を
作
り
出
し
た
の
は
一
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
二
六
年
の
論
考
「
下
手
も
の
の
美
」

（
後
に
「
雑
器
の
美
」
と
改
題
さ
れ
る
）
は
、
「
民
芸
」
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
た
頃
の
柳
の
関
心
を
よ
く
示
し
て
い
る
。 

 

柳
は
民
芸
の
美
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
斬
新
さ
を
意
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
民
芸
は
「
新
し
い
美
の
世
界
」
、
す
な
わ
ち
「
誰
も
知
る
世
界

で
あ
り
乍
ら
誰
も
見
な
い
世
界
」
を
開
示
す
る
、
と
柳
は
考
え
る(V

III, 5)

。
こ
こ
に
は
、「
微
細
な
も
の
」
こ
そ
「
荘
厳
の
基
礎
」
で
あ
る(IV

, 337)

、

と
い
う
柳
が
ブ
レ
イ
ク
か
ら
学
ん
だ
考
え
の
反
響
を
聞
き
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
民
芸
と
い
う
概
念
は
、
従
来
の
も
の
の
見
方
の
変
革
を
前
提
と
す

る
。 

 

作
者
は
ど
こ
に
も
彼
の
名
を
書
こ
う
と
は
試
み
な
い
。
悉
く
が
名
な
き
人
々
の
作
で
あ
る
。
…
…
名
無
き
作
で
あ
る
か
ら
、
私
達
は
作
者
の
歴

史
を
綴
る
事
は
出
来
ぬ
。
作
る
者
は
個
人
で
は
な
く
、
民
衆
で
あ
る
。
…
…
か
つ
て
美
は
凡
て
の
〔
人
々
の
〕
共
有
で
あ
っ
て
、
個
人
の
所
有

で
は
な
か
っ
た
。
知
に
劣
る
民
衆
も
、
作
に
お
い
て
は
秀
で
た
民
衆
で
あ
る
。
…
…
今
は
個
人
の
み
活
き
て
時
代
は
沈
む
。
併
し
嘗
て
は
時
代

が
活
き
、
個
人
は
自
ら
を
匿
し
た
。
僅
か
な
作
者
か
ら
美
が
出
る
の
で
は
な
く
、
美
の
中
に
多
く
の
作
者
が
活
き
た
。
「
下
手
も
の
」
は
民
芸

で
あ
る
。(V

III, 7-8) 
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柳
は
こ
こ
で
、
独
創
的
な
ご
く
わ
ず
か
の
「
個
人
」
が
美
を
「
所
有
」
す
る
時
代
と
し
て
の
近
代
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
美
を
「
共
有
」
し
て

い
た
時
代
を
対
比
さ
せ
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
「
個
人
」
が
自
己
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
個
々
人
の
営
み
は
「
長
き
年

と
多
く
の
汗
と
、
限
り
な
き
単
調
な
繰
り
返
し
が
齎
す
技
術
の
完
成
」(9)

に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
柳
は
、
「
人
が
作

る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
然
が
産
む
と
こ
そ
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」(ibid.)

、
と
述
べ
て
い
る
。
柳
が
民
芸
の
う
ち
に
見
出
し
た
の
は
、
第
二

の
自
然
と
化
し
た
伝
統
の
力
で
あ
る
。
人
々
が
美
を
「
共
有
」
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
人
々
に
共
通
の
「
美
」
が
生
け
る
伝
統
と

し
て
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
、
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
柳
の
い
う
「
民
衆
」
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
の das M

an 

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
も
で

き
る
が
、
柳
は das M

an 
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
の
う
ち
に
い
ま
だ
「
人
為
的
作
法
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
自
然
へ
の
信
頼
」

を
見
出
す(12)

。 

 

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
民
芸
の
美
を
〈
発
見
〉
す
る
た
め
に
も
の
の
見
方
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
見
方
が
す

で
に
人
為
的
作
法
な
の
で
は
な
い
か
、
と
問
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
実
は
柳
自
身
、
そ
の
こ
と
を
認
め
て
も
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
そ

れ
等
の
も
の
〔
雑
器
〕
に
潜
む
美
が
認
識
さ
れ
る
迄
に
、
今
日
迄
の
長
い
月
日
が
か
か
っ
た
。
…
…
今
は
批
判
の
時
代
で
あ
り
意
識
の
時
代
で
あ
る
。

よ
き
審
判
者
た
る
幸
い
が
吾
々
に
許
さ
れ
て
あ
る
。
私
達
は
時
代
の
恵
み
と
し
て
そ
れ
を
空
し
く
し
て
は
な
ら
な
い
」(5)

、
と
述
べ
る
柳
は
、
ま
さ

に
従
来
の
も
の
の
見
方
を
意
識
的
に
批
判
し
つ
つ
、
民
芸
の
美
を
〈
発
見
〉
し
た
。
こ
の
民
芸
の
美
は
民
芸
を
実
践
し
て
い
た
か
つ
て
の
工
人
が
け

っ
し
て
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
問
い
に
柳
が
答
え
た
論
考
が
、
一
九
二
七
年
の
「
工
芸
の
協
団
に
関
す
る
一
提
案
」
で
あ
る
。
「
私
達
は
知
る
事
に
よ
っ
て
多
く
の
新
た
な

悦
び
を
得
て
い
る
。
…
…
昔
の
人
は
今
私
達
が
企
て
て
い
る
よ
う
な
美
術
館
を
建
て
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
に
蒐
集
さ
れ

た
作
品
に
、
私
達
ほ
ど
驚
き
と
愛
と
を
感
ず
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
美
を
味
わ
う
悦
び
』
、
之
は
今
の
時
代
に
特
に
与
え
ら
れ
許
さ
れ
た

恩
寵
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
」(47)

。
柳
は
前
年
の
一
九
二
六
年
に
河
合
寛
次
郎
、
浜
田
庄
司
と
と
も
に
「
日
本
民
芸
美
術
館
設
立
趣
意
書
」
を
起

草
し
た
が
、
民
芸
に
関
す
る
「
美
術
館
」
を
作
ろ
う
と
す
る
意
図
そ
れ
自
体
が
、
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
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「
日
本
民
芸
美
術
館
」
は
、
か
つ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
道
具
を
民
芸
品
と
し
て
「
味
わ
う
」
こ
と
を
可
能
に
し
、
も
の
の
見
方
の
変
革
を
保
証
す
る

制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
８
）

。
し
か
し
、
柳
は
「
美
を
味
わ
う
悦
び
」
を
単
に
第
三
者
的
に
享
受
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

昔
の
様
な
意
味
の
無
心
な
民
芸
は
、
今
日
の
社
会
制
度
が
一
変
し
な
い
限
り
、
も
う
二
度
と
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
目
覚
め
た
も
の
は

皆
知
識
の
実
を
喰
べ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ど
う
し
た
ら
意
識
的
な
吾
々
が
、
正
し
い
工
芸
を
産
む
事
が
出
来
る
か
。(49) 

 

柳
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
「
正
し
い
工
芸
」
を
再
興
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
意
識
を
前
提
と
し
つ
つ
、
意
識
を

前
提
と
し
な
い
（
あ
る
い
は
意
識
を
否
定
す
る
）
工
芸
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
柳
自
身
の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、
「
如
何

に
し
て
知
識
的
な
個
人
的
な
作
家
た
る
吾
々
が
、
あ
の
〔
か
つ
て
の
民
芸
の
〕
古
作
品
に
見
ら
る
る
よ
う
な
、
自
然
な
無
心
な
美
を
産
む
事
が
出
来

る
か
」(49)

、
こ
れ
が
柳
の
直
面
し
た
問
い
―
―
そ
れ
は
第
三
者
的
に
見
る
な
ら
ば
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
『
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
』
（
一
八
〇
〇

年
）
第
六
章
に
お
い
て
提
起
し
た
問
い
の
一
つ
の
変
奏
と
も
い
え
る
―
―
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
柳
の
答
え
は
、
「
修
行
」
「
帰

依
」
「
協
団
」
（
９
）

と
い
う
「
三
段
を
経
由
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
の
個
人
作
家
は
真
の
工
芸
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
「
協
団
」
と
は
ま
た
「
ギ
ル
ド
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
ギ
ル
ド
の
再
興
で
は
な
い
。
か
つ
て
は

時
代
的
制
約
の
ゆ
え
に
人
々
は
ギ
ル
ド
と
い
う
「
経
済
的
結
合
」
を
作
り
上
げ
た
が
、
今
求
め
ら
れ
る
べ
き
ギ
ル
ド
に
あ
っ
て
は
「
た
だ
し
き
美
へ

の
共
通
の
信
仰
が
、
本
質
的
な
結
合
の
要
素
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」(54)
、
と
柳
は
主
張
す
る
。
「
修
行
」
を
と
お
し
て
達
成
さ
れ
る
「
自
然
へ

の
帰
依
」
こ
そ
が
「
美
の
保
証
」(51)

と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
保
証
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
る
ギ
ル
ド
が
、
彼
の
い
う
「
協
団
」
で
あ
る
。
「
真
の

工
芸
は
個
人
的
芸
術
で
は
な
い
。
そ
れ
故
現
代
の
様
に
、
数
人
の
目
覚
め
た
個
性
に
よ
っ
て
、
工
芸
が
起
こ
っ
て
く
る
場
合
、
そ
れ
等
の
作
者
が
一

団
と
な
り
、
協
団
に
移
っ
て
進
む
な
ら
、
個
人
的
弊
害
か
ら
離
脱
す
る
道
が
開
け
は
し
ま
い
か
。
…
…
自
己
の
離
脱
の
み
が
、
自
由
な
自
己
の
獲
得

で
あ
る
。
従
っ
て
協
団
は
個
性
へ
の
否
定
で
は
な
い
」(52)

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一
九
二
七
年
の
論
考
に
お
い
て
柳
は
、
あ
く
ま
で
も
近
代
の
個
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人
作
家
を
念
頭
に
置
い
て
、
い
か
に
す
れ
ば
近
代
の
個
人
作
家
が
近
代
の
個
人
主
義
を
止
揚
し
つ
つ
真
の
工
芸
を
産
み
出
し
う
る
か
、
と
い
う
問
い

に
答
え
よ
う
と
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
一
九
一
四
年
の
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』
に
見
ら
れ
る
「
自
己
寂
滅(self-annihilation)

」
に

関
す
る
柳
の
考
え
の
反
響
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

だ
が
、
二
七
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
『
工
芸
の
道
』
（
一
九
二
八
年
公
刊
）
に
お
い
て
、
柳
は
別
の
種
類
の
団
結
に
つ
い
て
、
す

な
わ
ち
、
「
両
者
〔
個
人
作
家
と
民
衆
〕
の
結
合
と
補
佐
」(170)

に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
は
、
二
七
年
の
論
考
「
工
芸
の
協
団
に
関
す
る
一
提
案
」

が
主
題
と
す
る
団
結
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
体
こ
の
差
異
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
『
工
芸
の
道
』
に
示

さ
れ
た
見
解
を
簡
潔
に
語
り
出
し
て
い
る
一
九
三
三
年
の
論
考
「
民
芸
の
趣
旨
」
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

ひ
る
が
え
っ
て
地
方
を
見
る
と
、
職
人
達
の
手
は
空
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
伝
統
は
ま
だ
保
た
れ
て
い
る
の
で
す
。
…
…
私
は
地
方
的
な
手

工
芸
が
、
民
芸
の
運
動
を
発
足
さ
せ
る
最
も
自
然
な
安
全
な
順
序
で
あ
る
の
を
考
え
な
い
わ
け
に
ゆ
き
ま
せ
ん
。(531) 

 

す
な
わ
ち
、
一
九
二
七
年
の
論
文
「
工
芸
の
協
団
に
関
す
る
一
提
案
」
の
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
「
意
識
的
な
吾
々
」
と
は
異
な
る
職
人
、
す
な

わ
ち
「
知
識
の
実
を
喰
べ
て
し
ま
っ
」
て
い
な
い
職
人
を
柳
は
地
方
の
う
ち
に
〈
発
見
〉
す
る
。
し
か
し
、
柳
の
目
に
と
っ
て
、
「
地
方
的
な
手
工

業
」
は
か
つ
て
の
水
準
を
維
持
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
「
趣
味
」
の
「
堕
落
」
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
柳
は
大
き
く
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
の
理
由
は
、
近
代
に
お
い
て
「
見
る
こ
と
」
と
「
用
い
る
こ
と
」
が
分
離
し
、
「
美
し
さ
」

が
た
だ
「
見
る
世
界
」
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
、
「
用
い
る
世
界
」
の
う
ち
に
は
求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る(529)

。
用
と
美
の
関
連
に
つ
い

て
は
、
次
節
に
お
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
二
の
理
由
は
、
「
機
械
生
産
」
の
一
般
化
に
伴
う
手
工
業
の
衰
退
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

柳
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
一
般
的
趣
味
の
堕
落
を
前
に
し

て
、
柳
は
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
。
「
今
の
ま
ま
で
職
人
達
に
凡
て
を
一
任
す
る
事
は
冒
険
な
の
で
す
。
民
芸
の
運
動
に
は
指
導
者
が
必
要
な
の
で
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す
。
何
が
作
物
の
正
し
い
標
準
な
の
か
を
指
示
す
る
者
が
要
る
の
で
す
。
さ
も
な
く
ば
あ
て
ど
な
く
道
を
彷
徨
う
で
し
ょ
う
」(532)

。
こ
う
し
て
、

個
人
作
家
が
工
人
を
指
導
す
る
、
と
い
う
仕
方
で
の
「
個
人
作
家
と
民
芸
と
の
交
渉
」
と
い
う
新
た
な
論
点
が
提
起
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
に
い

う
「
指
導
」
は
、
上
か
ら
下
へ
の
一
方
向
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
個
人
作
家
が
「
知
識
の
実
を
喰
べ
て
し
ま
っ
た
」
た

め
に
「
意
識
的
」
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
に
対
し
て
、
個
人
作
家
が
示
す
「
正
し
い
標
準
」
を
実
践
で
き
る
の
は
い
ま
だ
に
「
職
人
達
の
無
意
識
」

(534)

の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
作
家
は
職
人
に
よ
る
助
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。
「
将
来
の
〔
個
人
〕
作
家
達
は
、
ど
れ
だ
け
他
人
の

作
に
自
分
を
活
か
す
か
を
心
掛
け
る
で
し
ょ
う
。
…
…
作
家
は
僧
侶
で
あ
り
、
職
人
は
平
信
徒
で
あ
っ
て
い
い
の
で
す
」(512)

。
つ
ま
り
、
先
の
論

文
「
工
芸
の
協
団
に
関
す
る
一
提
案
」
に
お
い
て
は
一
人
の
個
人
作
家
が
真
の
工
芸
に
い
た
る
た
め
に
た
ど
る
べ
き
段
階
と
さ
れ
た
「
修
行
」
と
「
帰

依
」
が
、
三
三
年
の
論
考
「
民
芸
の
趣
旨
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
識
的
な
個
人
作
家
と
無
意
識
的
な
職
人
の
特
質
と
し
て
振
り
分
け
ら
れ
、

個
人
作
家
と
職
人
の
「
交
渉
」
す
な
わ
ち
「
相
愛
に
よ
る
団
結
」
の
う
ち
に
「
協
団
」
が
成
り
立
つ
、
と
さ
れ
る(532-533)

。 

 

個
人
作
家
と
職
人
の
間
に
役
割
分
担
を
認
め
る
立
場
は
、
そ
の
後
の
柳
の
民
芸
理
論
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
の
う
ち
に
あ
り
つ
つ
近

代
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
柳
に
と
っ
て
、
個
人
作
家
と
職
人
の
、
あ
る
い
は
在
銘
の
も
の
と
無
銘
の
も
の
の
、
さ
ら
に
は
意
識
的
な
も
の
と
無
意

識
的
な
も
の
の
両
立
な
い
し
併
存
は
、
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
考
え
が
、
職
人
か
ら
「
知
識
の
実
を
喰
べ
」
る

可
能
性
を
排
除
し
、
個
人
作
家
と
職
人
と
の
階
層
を
固
定
す
る
、
と
い
う
問
題
点
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
（
10
）

。
だ
が
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
に
意
識
的
な
も
の
と
無
意
識
的
な
も
の
の
両
立
な
い
し
併
存
と
い
う
視
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳

が
茶
人
の
功
績
を
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
自
ら
の
営
み
を
理
論
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
第
五
節
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 
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三 

器
と
人
間 

  

柳
の
民
芸
理
論
の
う
ち
に
は
、
人
間
と
器
、
あ
る
い
は
人
間
と
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
る
柳
の
洞
察
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で

は
彼
の
一
九
二
七
年
の
論
考
「
工
芸
の
美
」
に
即
し
て
、
彼
の
理
論
の
反
近
代
的
な
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

器
の
本
質
は
そ
の
「
用
途
」
な
い
し
「
用
」
の
う
ち
に
あ
る
。
「
用
途
な
き
世
界
に
、
工
芸
の
世
界
は
な
い
」(V

III, 76)

。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉

を
用
い
れ
ば
、
器
は zuhanden sein 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
器
は
そ
れ
を
用
い
る
「
吾
々
」
を
指
し
示
し
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
べ
き
と
こ
ろ
を
作
る
。

「
器
な
き
所
に
わ
が
家
は
な
い
。
器
を
愛
す
る
者
は
家
に
帰
る
こ
と
を
好
む
。
器
は
よ
き
家
庭
を
結
ぶ
」(79)

。
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
は
柳
の
い
う
「
民

衆
」
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
の das M

an 
に
な
ぞ
ら
え
た
が
、
器
と
の
か
か
わ
り
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉
を
用
い
れ
ば das Zuhause-sein 

に
相
当
す
る
。

む
ろ
ん
、
柳
に
即
す
る
な
ら
ば
、das M

an 
も das Zuhause-sein 

も
そ
れ
自
体
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
べ
き
術
語
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
柳
は
、
「
〔
器
は
〕
仕
う
る
身
で
あ
る
か
ら
、
自
か
ら
忠
順
の
徳
が
呼
ば
れ
る
」(76)

、
と
い
っ
た
具
合
に
「
器
」
を
擬
人
化
し
、
「
用
」

の
う
ち
に
あ
る
「
器
」
に
「
徳
」
を
認
め
る
。
そ
れ
は
、
人
間
と
器
と
の
間
の
類
比
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
「
務
め
を
果
す
時
、
人
に
正
し
い

行
が
あ
る
如
く
、
器
に
も
正
し
い
美
し
さ
が
伴
う
の
で
あ
る
」(78)

。
さ
ら
に
柳
は
、
「
器
」
の
う
ち
に
こ
そ
、
近
代
人
を
そ
の
病
か
ら
癒
す
徴
を

見
て
取
っ
て
い
た
。
「
我
へ
の
執
念
著
し
く
、
自
己
へ
の
煩
悩
に
沈
む
今
日
、
か
か
る
器
を
見
て
救
わ
れ
る
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
…
…
器

に
見
ら
る
る
没
我
は
救
わ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
」(84)

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
柳
に
と
っ
て
、
器
に
囲
ま
れ
た
人
間
の
あ
り
方
と
し
て
の
こ
の das 

Zuhause-sein 

は
、verfallende[s] A

ufgehen in der »W
elt«

（
11
）

な
ど
で
は
あ
り
え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
一
種
の
宗
教
性
に
も
つ
な
が
る
「
徳
」

の
極
地
で
あ
る
。 

 

そ
れ
ゆ
え
に
、
器
を
用
い
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
そ
れ
を
消
費
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
器
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
本
来

の
あ
り
方
を
示
す
。
そ
れ
が
器
の
美
で
あ
る
。
「
用
い
る
に
つ
れ
て
器
の
美
は
日
増
し
に
育
っ
て
く
る
。
用
い
ら
れ
ず
ば
器
は
そ
の
意
味
を
失
い
、

ま
た
美
を
も
失
う
。
…
…
美
は
用
の
現
れ
で
あ
る
」(80, 78)

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
器
を
用
い
る
こ
と
は
、
器
を
「
愛
す
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
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な
い
。 

 
品
物
の
真
の
美
は
、
用
い
ら
れ
た
美
で
あ
る
。
器
の
助
け
な
く
ば
人
が
活
き
得
な
い
如
く
、
人
の
愛
な
く
ば
器
も
ま
た
活
き
得
な
い
。
…
…
〔
器

は
〕
用
い
ら
れ
て
美
し
く
、
美
し
く
し
て
愛
せ
ら
れ
、
愛
せ
ら
れ
て
更
に
用
い
ら
れ
る
。
人
と
器
と
、
そ
こ
に
は
終
り
な
き
交
わ
り
が
あ
る
。
…

…
器
と
人
と
の
相
愛
の
中
に
、
工
芸
の
美
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。(80) 

 

「
器
と
人
と
の
相
愛
」
と
書
い
た
と
き
、
お
そ
ら
く
柳
は
筆
を
滑
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
愛
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
器
を
用
い
る
人
で
あ

り
、
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
器
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
用
は
主
へ
の
献
げ
物
、
愛
は
器
へ
の
贈
り
物
」(80)

、
と
い
う
一
節
が
示
す
よ
う
に
、

人
と
器
の
間
に
は
あ
く
ま
で
も
主
従
関
係
が
あ
り
、
主
と
し
て
の
人
が
器
に
寄
せ
る
「
愛
」
に
応
じ
て
器
は
そ
の
「
用
」
を
発
揮
す
る
、
と
柳
は
考

え
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
と
器
の
間
に
「
相
愛
」
―
―
そ
れ
は
「
協
団
」
を
構
成
す
る
人
々
の
間
に
成
り
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
―

―
と
い
う
語
を
用
い
た
の
は
、
器
を
擬
人
化
し
、
器
に
「
徳
」
を
認
め
る
彼
の
思
考
法
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
柳
は
「
用
」
と
「
美
」
と
「
愛
」
の
一
致
を
説
く
の
だ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
前
節
で
触
れ
た
の
と
同
じ
問
題
が
生
じ
よ
う
。
一
九
二

七
年
の
論
考
「
工
芸
の
協
団
に
関
す
る
一
提
案
」
か
ら
次
の
箇
所
を
も
う
一
度
引
用
し
よ
う
。
「
私
達
は
知
る
事
に
よ
っ
て
多
く
の
新
た
な
悦
び
を

得
て
い
る
。
…
…
昔
の
人
は
今
私
達
が
企
て
て
い
る
よ
う
な
美
術
館
を
建
て
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
に
蒐
集
さ
れ
た
作
品

に
、
私
達
ほ
ど
驚
き
と
愛
と
を
感
ず
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
美
を
味
わ
う
悦
び
』
、
之
は
今
の
時
代
に
特
に
与
え
ら
れ
許
さ
れ
た
恩
寵
で

あ
る
と
い
っ
て
い
い
」(47)

。
柳
が
器
に
対
し
て
感
じ
る
「
愛
」
と
は
、
実
は
そ
の
器
を
実
際
に
「
用
い
て
」
い
た
人
の
感
じ
取
っ
て
い
た
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
器
を
新
た
な
目
に
よ
っ
て
眺
め
る
柳
に
固
有
の
も
の
―
―
あ
る
い
は
、
近
代
人
に
固
有
の
も
の
―
―
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、

一
面
に
お
い
て
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
柳
は
自
己
を
中
世
末
に
活
躍
し
た
初
期
の
茶
人
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
た
め
に
、
自
ら
の
営
み
の

近
代
性
を
十
分
に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
柳
の
民
芸
観
が
最
初
に
表
明
さ
れ
た
論
考
「
下
手
も
の
の
美
」
（
一
九
二
六
年
）
の
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最
後
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
過
去
の
時
代
に
於
て
雑
器
の
美
を
認
め
た
の
は
、
初
代
の
茶
人
で
あ
っ
た
」(13)

。
ま
た
、

翌
年
の
論
考
「
工
芸
の
美
」
に
お
い
て
も
、
「
あ
の
〔
初
代
の
〕
茶
人
が
…
…
質
素
な
器
で
茶
を
点
て
た
時
、
清
貧
の
徳
に
宇
宙
の
美
を
味
わ
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
茶
器
へ
の
賛
美
は
働
く
器
へ
の
賛
美
で
あ
る
」(77)

、
と
述
べ
、
初
期
の
茶
人
に
よ
る
茶
器
の
用
い
方
を
称
賛
し
て
い
た
。
茶
人

が
茶
器
と
し
て
用
い
た
雑
器
は
、
も
と
も
と
茶
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
茶
人
は
、
元
来
は
日
常
の
「
飯
茶
碗
」

と
し
て
作
ら
れ
た
器
を
、
そ
の
本
来
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
お
茶
を
飲
む
と
い
う
新
た
な
文
脈
の
う
ち
に
置
き
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
を
眺
め
、
か
つ

用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
脱
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
と
再
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
日
常
の
雑
器
は
茶
器
と
し
て
の
そ
の
美
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
柳
の
い
う
「
用
の
美
」
も
、
実
際
に
「
用
い
ら
れ
」
て
い
た
雑
器
を
そ
の
本
来
の
文

脈
か
ら
切
り
離
し
、
「
民
芸
」
と
い
う
新
た
な
文
脈
に
置
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
柳
が
初
期
の
茶
人
に
自
ら
を
重
ね
合

わ
せ
て
い
た
と
き
、
彼
は
お
そ
ら
く
無
意
識
的
に
で
は
あ
れ
こ
の
点
に
着
目
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
12
）

。 

 

そ
こ
で
、
次
に
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
変
換
の
過
程
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

四 

型
と
形 

  

柳
が
「
茶
」
な
い
し
「
茶
道
」
に
関
す
る
自
ら
の
考
え
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
示
し
た
最
初
の
論
考
は
、
「
茶
道
を
想
う
」
（
一
九
三
五
年
）
で
あ

る
。 

 

「
物
を
愛
す
る
」
と
は
何
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
柳
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

物
を
愛
し
た
の
は
彼
等
〔
茶
人
〕
で
あ
る
。
…
…
だ
が
愛
し
方
を
彼
等
だ
け
の
も
の
と
し
て
示
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
等
が
愛
し
た
物
は
、
い
つ

誰
か
ら
何
処
で
愛
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
…
…
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
…
…
仮
り
に
彼
等
が
見
な
い
美
し
い
品
が
あ
っ
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た
と
し
て
も
、
彼
等
が
愛
し
た
物
と
本
質
を
同
じ
く
す
る
の
を
〔
わ
れ
わ
れ
は
〕
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
愛
し
た
物
は
、
愛
す
可
き
凡
て
の

物
を
代
表
す
る
。(X

V
II, 200) 

 

す
な
わ
ち
、
柳
に
よ
れ
ば
、
茶
人
が
器
を
愛
す
る
仕
方
は
、
そ
の
茶
人
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
共
有
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
茶
人
が
愛
し
た
器
は
、
あ
ら
ゆ
る
美
し
い
器
と
そ
の
本
質
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、
個

は
普
遍
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

い
か
に
し
て
個
は
普
遍
へ
と
つ
な
が
り
う
る
の
か
。
「
型
」
こ
そ
が
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
柳
は
考
え
る
。
前
節
の
議
論
を
承
け
る

な
ら
ば
、
誰
も
目
に
と
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
雑
器
を
茶
器
と
い
う
普
遍
的
な
も
の
へ
と
変
換
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
が
「
型
」
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
柳
は
「
型
」
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
用
ゆ
可
き
場
所
で
、
用
ゆ
可
き
器
物
を
、
用
ゆ
可
き
時
に
用
い
れ
ば
、
自
か

ら
法
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
一
番
無
駄
の
な
い
用
い
方
に
落
ち
着
く
時
、
そ
れ
が
一
定
の
型
に
入
る
の
で
あ
る
。
型
は
い
わ
ば
用
い
方
の
結
晶
し
た
姿
と

も
い
え
る
」(198)

。
い
か
に
器
を
用
い
活
か
す
べ
き
か
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
の
試
行
錯
誤
が
最
終
的
に
辿
り
着
い
た
「
用
い
方
」
が
「
型
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
個
人
を
越
え
た
」(198)

と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
型
」
と
は
、
特
定
の
個
人
に
固
有
の
も
の
で
も
、
あ
る
い
は
特
定
の
器

に
固
有
の
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
し
て
開
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
「
型
」
を
学
ん
だ
人
は
こ
の
「
型
」
を
あ
ら

ゆ
る
器
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
型
」
と
は
、
人
間
一
般
と
器
一
般
と
の
交
流
を
支
え
る
「
用
い
方
」
で
あ
る
。 

 

「
型
」
と
い
う
語
を
も
し
も
ド
イ
ツ
語
に
訳
す
な
ら
ば
、
先
の
唐
木
順
三
の
論
考
に
い
う
「
型
」
に
関
し
て
は M

uster 

と
い
う
語
を
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
柳
に
即
す
る
な
ら
ば
お
そ
ら
く H

abitus 

と
い
う
語
を
充
て
る
こ
と
が
相
応
し
い
。
「
型
」
と
は
人
が
師
を
模
倣
し
つ

つ
自
ら
身
に
つ
け
る
「
用
い
方
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
用
い
方
」
は
け
っ
し
て
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
常
に
一
定
の
所
作
―
―
日
本
語
で
は
「
形
」

（
ド
イ
ツ
語
で
は
ほ
ぼ Form

 

や G
estalt 

に
対
応
す
る
）
―
―
の
う
ち
に
現
れ
る
。
た
だ
し
、
「
型
」
は
こ
う
し
た
外
的
な
現
象
と
し
て
の
「
形
」

に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
都
度
の
「
形
」
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
13
）

。 
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柳
は
「
型
」
と
「
形
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
型
を
只
の
外
の
形
に
解
す
る
よ
り
、
「
茶
」
を
誤
る
者
が
あ
ろ
う
か
。
型
と
形
と
は
違
う
。
形
の
み
を
誇
持
す
る
「
茶
」
は
、
見
て
見
苦
し
い
。

し
ば
し
ば
茶
道
は
形
式
の
芸
と
し
て
非
難
さ
れ
る
。
そ
れ
は
型
の
意
義
を
想
い
誤
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
型
を
死
な
し
め
る
の
は
人
の
罪
で
あ
っ

て
、
茶
道
の
罪
で
は
な
い
。
法
よ
り
活
き
た
も
の
が
あ
ろ
う
か
、
活
き
た
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
法
に
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。(199) 

 

型
が
し
ば
し
ば
死
せ
る
も
の
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
型
に
は
ま
る
」
と
い
っ
た
日
本
語
の
熟
語
―
―
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
の in 

Schablone denken 

と
い
っ
た
語
感
で
あ
る
―
―
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
柳
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
型
」
の
本
来
の
あ
り
方
を
捉
え
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
、
「
型
」
と
「
形
」
を
混
同
し
て
い
る
。
「
形
」
と
は
外
的
な
も
の
、
固
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
型
」
と
は
外
的
な
「
形
」
を

産
み
出
す
「
活
き
た
も
の
」
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
「
型
」
も
ま
た
固
定
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
「
型
は
静
で
あ
る
が
、
そ
の
静

は
動
の
煮
つ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
動
の
な
い
静
は
単
な
る
停
止
で
あ
り
枯
死
で
あ
る
」(315)

、
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
型
」
は
そ
れ
に
先
立
つ
さ
ま
ざ
ま
の
所
作
（
と
し
て
の
動
き
）
を
凝
縮
し
、
か
つ
、
こ
う
し
た
所
作
（
と
し
て
の
動
き
）
を
産
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
。 

 

「
型
」
と
は
芸
道
論
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
代
々
継
承
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
様
式
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
流
派
の
名
に
よ
っ
て
、
あ

る
い
は
創
始
者
の
名
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
使
用
は
そ
の
流
派
に
属
す
る
人
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
型
」
と
は
、

あ
る
流
派
の
、
あ
る
い
は
創
始
者
の
有
す
る
一
種
の
〈
著
作
権
〉
的
側
面
を
も
つ
、
と
い
っ
て
よ
い
。
よ
り
厳
密
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
免
許
状
の

発
行
権
」
を
「
独
占
」
す
る
家
元
に
よ
っ
て
師
匠
と
し
て
認
め
ら
れ
た
者
が
「
教
授
権
」
を
獲
得
す
る
。
家
元
と
師
匠
と
の
間
の
「
教
授
権
」
の
売

買
は
、
師
匠
に
一
種
の
権
威
を
与
え
る
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
「
教
授
権
」
を
も
つ
師
匠
の
も
と
で
そ
の
流
派
に
固
有
の
「
型
」
を
学
ぶ
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
「
型
」
は
家
元
の
専
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
稽
古
代
と
し
て
こ
の
「
型
」
の
使
用
料
を
支
払
う
の
で
あ
る
（
14
）

。 
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「
家
元
が
そ
ん
な
に
も
有
難
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
う
柳
は
、
「
点
茶
の
型
が
そ
こ
に
於
て
ほ
ど
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
他
に
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
か
」(X

V
II, 327)

、
と
答
え
つ
つ
も
、
「
惜
し
い
哉
、
そ
の
型
を
活
か
し
き
る
茶
人
が
い
な
い
。
残
る
型
と
て
も
今
は
淡
い
影
に
近
い
」

(199)
、
と
制
度
と
し
て
の
茶
道
を
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
茶
道
に
お
い
て
教
え
ら
れ
て
い
る
「
型
」
は
真
の
「
型
」
で
は
な
い
。
柳
が
制
度

と
し
て
の
茶
道
の
う
ち
に
見
て
取
っ
た
の
は
、
「
型
」
と
「
形
」
を
混
同
し
「
形
に
流
れ
る
『
茶
』
」(316)

で
あ
る
。
「
所
謂
茶
人
の
点
茶
を
見
て

い
る
と
、
型
を
示
そ
う
と
す
る
た
め
か
、
無
駄
な
所
作
に
走
る
も
の
が
多
い
。
…
…
型
が
必
然
さ
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
無
駄
を
持
た
な
い
。
必
然

さ
を
欠
く
と
無
駄
ば
か
り
が
目
に
立
つ
」(315)

。
す
な
わ
ち
、
本
来
「
公
道
」(199)

で
あ
る
べ
き
「
型
」
を
「
形
」
と
し
て
専
有
す
る
と
こ
ろ
に
、

制
度
と
し
て
の
茶
道
の
弊
害
が
あ
る
、
と
柳
は
主
張
す
る
。 

 

柳
の
「
茶
」
に
関
す
る
議
論
の
骨
格
は
、
す
で
に
彼
が
民
芸
を
論
じ
る
際
に
提
起
し
て
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
個
人
を
露
に
出
す
『
茶
』

は
よ
き
『
茶
』
と
は
な
ら
ぬ
。
『
茶
』
は
凡
て
の
者
に
属
す
る
『
茶
』
で
あ
る
」(316)

。
柳
の
民
芸
論
が
主
題
と
し
た
の
は
、
近
代
の
個
人
主
義
を

い
か
に
し
て
止
揚
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
が
、
同
じ
問
い
が
「
茶
」
に
関
す
る
議
論
を
も
貫
い
て
い
る
。
だ
が
、
柳
は
「
茶
」
を
論
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
個
と
普
遍
と
を
媒
介
す
る
「
型
」
と
い
う
概
念
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
民
芸
の
美
を
語
る
柳
は
自
ら
こ
の
「
型
」
を

用
い
活
か
す
こ
と
に
専
心
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（
15
）

。 

 

五 

協
同
制
作
の
射
程 

  

柳
が
来
る
べ
き
民
芸
に
お
い
て
「
協
団
」
に
よ
る
協
同
制
作
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
協
同
性
は
単
に
民
芸
の
制
作
に
お
い
て
の
み
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
。
柳
が
民
芸
概
念
を
提
起
し
た
と
き
、
彼
は
自
己
自
身
を

「
初
代
の
茶
人
」
た
ち
に
な
ぞ
ら
れ
て
い
た
が
、
初
代
の
茶
人
も
ま
た
―
―
そ
し
て
柳
も
ま
た
―
―
あ
る
意
味
で
は
職
人
と
協
同
制
作
を
し
た
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
後
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 
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一
九
三
五
年
の
論
考
「
茶
道
を
想
う
」
に
お
い
て
、
柳
は
茶
道
が
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
初
代
の

茶
人
は
、
そ
れ
ま
で
人
々
が
何
ら
注
視
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
単
な
る
器
の
美
し
さ
を
発
見
し
た
。
「
茶
人
達
の
眼
か
ら
物
が
様
々
に
生
ま
れ
た
。

見
る
こ
と
と
創
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
一
枚
で
あ
る
」(X

V
II, 194)

。
茶
人
の
目
が
な
け
れ
ば
茶
器
は
単
な
る
飯
茶
碗
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
茶
人
の
目
が
茶
器
を
創
造
し
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
何
の
た
め
に
茶
人
は
そ
の
よ
う
に
新
た
な
目
で
器
を
見
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
器
を
用
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
用
い
ず
ば
見
了
る
こ
と
が
無
い
…
…
。
よ
く
見
た
く
ば
、
よ
く
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…

…
云
い
得
る
な
ら
行
い
で
見
た
と
、
そ
う
云
お
う
」(195)

。
器
の
美
に
触
発
さ
れ
て
そ
れ
を
用
い
よ
う
と
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
美
を
さ
ら
に
見
出
す
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
と
用
い
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
認
識
と
実
践
が
い
わ
ば
相
互
作
用
し
つ
つ
、
茶
器
を
産

み
出
す
、
と
柳
は
考
え
る
。
認
識
と
実
践
と
が
い
わ
ば
一
つ
と
な
っ
た
茶
人
の
見
方
を
柳
は
「
茶
人
達
の
知
的
直
観
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
わ
れ
わ

れ
は
こ
こ
に
西
田
の
「
行
為
的
直
観
」
の
理
論
の
反
映
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

こ
こ
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
茶
人
が
茶
器
と
し
て
用
い
た
器
が
そ
も
そ
も
茶
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

私
は
見
る
者
の
側
を
去
っ
て
、
作
る
者
の
側
か
ら
此
の
茶
碗
を
見
よ
う
。
茶
人
達
の
知
的
直
観
が
此
の
茶
碗
の
中
に
見
ぬ
い
て
く
れ
た
驚
く
べ
き

美
は
、
抑
も
誰
の
手
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
、
何
の
力
が
働
い
て
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
か
。
あ
の
無
学
な
朝
鮮
の
陶
工
達
に
知

的
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
否
、
か
か
る
意
識
に
煩
わ
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
其
の
様
な
自
然
な
器
が
産
め
た
の
で
あ

る
。(153) 

 

「
知
的
直
観
」
を
持
つ
茶
人
と
そ
れ
を
欠
く
職
人
は
、
「
意
識
」
の
有
無
と
い
う
点
で
、
ち
ょ
う
ど
、
来
る
べ
き
「
工
芸
の
協
団
」
に
お
け
る
「
指

導
者
」
と
「
職
人
」
の
関
係
に
等
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
「
工
芸
の
協
団
」
と
の
類
推
に
基
づ
い
て
、
茶

人
と
職
人
と
の
間
の
「
交
渉
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
両
者
に
相
違
は
あ
る
。
「
工
芸
の
協
団
」
の
場
合
、
指
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導
者
と
職
人
は
相
互
に
交
渉
を
持
つ
の
に
対
し
、
茶
人
と
職
人
の
間
に
直
接
の
交
渉
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
茶
人
は
職
人
が
作
っ
た

器
を
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
茶
器
へ
と
作
り
替
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
茶
人
と
職
人
と
に
固
有
の
協
力
が
あ
る
、
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
茶
人
の
出
現
の
み
が
、
そ
れ
等
〔
茶
器
〕
を
又
と
な
く
美
し
い
茶
器
に
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
此
の
世
に
匿

れ
た
品
物
が
な
い
わ
け
が
な
い
。
想
え
ば
茶
祖
が
見
た
物
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
恐
ら
く
残
れ
る
無
数
の
物
が
吾
々
を
待
っ
て
い

る
の
で
あ
る
」(197)
、
と
柳
が
語
る
と
き
、
柳
は
自
ら
を
初
期
の
茶
人
の
延
長
線
上
に
置
き
、
た
だ
し
茶
人
と
し
て
で
は
な
く
「
民
芸
」
理
論
家
＝

運
動
家
と
し
て
、
「
吾
々
を
待
っ
て
い
る
」
「
無
数
の
物
」
の
「
美
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
茶
人
と
職
人
と
の
間
に
存
す
る
の
と
同
種
の

協
力
が
、
民
芸
を
〈
発
見
〉
し
た
柳
と
、
名
も
な
き
工
人
と
の
間
に
あ
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
に
は
、
直
接
の
協
団
は
存
在
し
な
い
に
せ
よ
、

仮
想
の
協
団
が
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。 

 

初
期
の
茶
人
と
職
人
、
あ
る
い
は
柳
と
職
人
と
の
間
に
成
り
立
つ
仮
想
の
協
団
の
独
自
性
は
、
そ
れ
が
脱
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
と
再
コ
ン
テ
ク
ス
ト

化
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
柳
は
、
「
将
来
の
美
学
は
、
個
人
で
美
を
産
む
と
い
う
こ
と
よ
り
、
大
勢
で
協
力
し
て
美
を
産
む
と
い
う
こ
と

の
方
が
、
も
っ
と
大
き
な
理
念
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」(IX

, 270)

、
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
仮
想
の
協
団

に
も
成
り
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
創
作
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
仮
想
の
協
団
が
さ
ま
ざ
ま
の
場
面
に
お
い
て
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
で
典
型
的
な
例
と
し
て
、
平
安
中
期
に
（
す
な
わ
ち
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
頃
に
か
け
て
）
作
ら

れ
た
作
者
不
詳
の
歌
物
語
『
伊
勢
物
語
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
歌
物
語
と
は
、
和
歌
を
中
心
に
織
り
な
さ
れ
る
物
語
（
な
い
し
そ
の
集

成
）
で
あ
る
が
、
『
伊
勢
物
語
』
は
在
原
業
平
（
八
二
五
―
八
八
〇
年
）
と
業
平
か
ら
約
一
世
紀
後
の
宮
廷
人
た
ち
と
の
合
作
で
あ
る
。
業
平
の
個
々

の
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
代
の
宮
廷
人
は
、
こ
の
和
歌
に
触
発
さ
れ
て
、
そ
こ
に
別
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
歌
物
語
と
し
て
付
け
加
え
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
歌
物
語
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
平
の
生
涯
を
も
暗
示
す
る
よ
う
な
よ
り

大
き
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
和
歌
の
三
一
音
節
と
い
う
限
定
の
ゆ

え
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
和
歌
は
、
心
情
や
出
来
事
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
背
景
や
理
由
を
叙
述
す
る
に
は
あ
ま
り
に
短
い
た
め
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に
、
か
え
っ
て
そ
の
前
後
に
そ
の
和
歌
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
物
語
の
付
加
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。
和
歌
が
そ
の
作
者
へ
の
関
心
を
引
き
起
こ

す
と
き
、
こ
う
し
た
物
語
の
創
作
へ
と
人
々
が
促
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
も
い
え
る
。
創
作
は
創
作
の
連
鎖
と
し
て

伝
播
し
て
い
く
。 

 

こ
う
し
た
創
作
、
す
な
わ
ち
既
存
の
作
品
（
原
作
）
を
も
と
に
新
た
な
筋
書
き
を
付
け
加
え
る
創
作
の
う
ち
、
原
作
に
著
作
権
の
存
在
す
る
場
合
、

そ
れ
は
し
ば
し
ば
「
二
次
創
作
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
二
次
創
作
が
と
り
わ
け
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
の
は
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

継
続
中
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
回
の
創
作
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
り
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
同
人
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
フ

ァ
ン
サ
イ
ト
に
は
多
く
の
二
次
創
作
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
次
創
作
は
原
作
の
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
も
あ
る
た
め
に
、
二
次
創
作
を
黙
認
し
て
い
る
原
作
者
も
多
い
が
、
そ
れ
が
原
作
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
原
作
の
特
質
を
ゆ
が
め
る

場
合
に
は
、
そ
れ
を
著
作
権
の
侵
害
と
し
て
認
め
な
い
原
作
者
も
い
る
。 

 

こ
こ
で
茶
人
や
柳
に
よ
る
仮
想
の
協
団
に
議
論
を
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
茶
人
も
柳
も
い
わ
ば
二
次
創
作
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
い
か
な

る
問
題
も
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
の
は
、
一
次
創
作
者
が
自
己
の
著
作
権
を
主
張
し
て
い
な
い
無
銘
の
も
の
に
、
茶
人
と
柳
が
自
ら
銘
を
付
し
た
か

ら
で
あ
る
。
茶
人
は
「
器
物
に
銘
を
与
え
て
そ
の
名
で
呼
ぶ
」
の
が
常
で
あ
る
が(X

V
II, 316)

、
柳
も
ま
た
無
銘
の
雑
器
に
「
民
芸
品
」
と
い
う
銘

を
与
え
、
多
く
を
自
ら
蒐
集
し
て
日
本
民
芸
館
に
展
示
し
た
。
日
本
民
芸
館
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
「
銘
」
と
し
て
機
能
し
、
民
芸
品
の
美
を
保
証
し

て
い
る
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
二
次
創
作
物
が
銘
を
持
ち
う
る
た
め
に
は
、
一
次
創
作
物
は
無
銘
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

柳
は
一
九
五
八
年
、
七
〇
歳
に
な
る
の
を
期
に
、
自
己
の
一
切
の
著
作
権
を
日
本
民
芸
館
に
移
譲
し
た
た
め(X

IX
, 857)

、
柳
の
歿
後
公
刊
さ
れ

た
『
柳
宗
悦
全
集
』
の
著
作
権
者
は
「
日
本
民
芸
館
」
で
あ
る
が
、
こ
の
全
集
の
特
色
は
、
そ
れ
が
著
作
篇
全
二
二
巻
と
図
録
篇
『
民
芸
大
鑑
』
全

五
巻
と
か
ら
な
る
こ
と
に
あ
る
。
図
録
篇
『
民
芸
大
鑑
』
は
柳
が
蒐
集
し
日
本
民
芸
館
が
所
蔵
す
る
品
々
の
な
か
か
ら
約
二
〇
〇
〇
点
を
選
ん
で
、

柳
の
解
説
と
と
も
に
そ
の
写
真
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
全
集
は
、
柳
の
目
に
よ
っ
て
〈
発
見
〉
さ
れ
た
民
芸
品
の
「
著
作
権
者
」
が
、
二

次
創
作
者
と
し
て
の
柳
＝
日
本
民
芸
館
に
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
柳
は
名
も
な
き
工
人
を
評
価
し
、
ま
た
ギ
ル
ド
の
再
興
を
目
指
し
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つ
つ
も
、
実
際
に
は
浜
田
庄
司
、
河
合
寛
次
郎
、
富
本
憲
吉
と
い
っ
た
天
才
的
な
個
人
作
家
を
重
視
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
無
銘
の
雑
器
も

柳
と
い
う
天
才
的
な
個
人
作
家
に
よ
っ
て
民
芸
と
な
っ
た
、
と
い
う
事
態
と
正
確
に
対
応
し
て
い
る
。 

 

（
本
稿
は
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
オ
ル
ト
ラ
ン
ト
氏
の
求
め
に
応
じ
て
氏
の
編
纂
す
る
『
著
作
権
と
芸
術
』
に
寄
稿
し
た
論
文
の
日
本
語
版
で
あ
る
） 

 

注 

 

（
１) 

な
お
、
柳
は
一
九
一
九
年
か
ら
二
五
年
ま
で
東
洋
大
学
教
授
、
二
五
年
か
ら
二
九
年
ま
で
同
志
社
大
学
講
師
・
同
志
社
女
学
校
専
門
部
教
授
、
三
三
年
か
ら
四

四
年
ま
で
専
修
大
学
教
授
を
務
め
、
ま
た
そ
の
間
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
「
民
芸
」
に
つ
い
て
約
半
年
間
講
義
を
行
う
な

ど
、
大
学
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
が
、
同
時
に
一
九
三
六
年
に
自
ら
日
本
民
芸
館
を
作
り
、
そ
の
館
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
民
間
人
と
し
て
の
活
躍
の
方
が
際

立
っ
て
い
る
。 

（
２) 

柳
宗
悦
か
ら
の
引
用
は
『
柳
宗
悦
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
―
九
二
年
）
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
数
字
で
巻
数
を
、
算
用
数
字
で
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
。
な
お
、

旧
仮
名
・
旧
漢
字
は
新
仮
名
・
新
漢
字
に
改
め
た
。 

（
３)

『
新
版 

現
代
史
へ
の
試
み
』
一
九
六
三
年
、
筑
摩
書
房
、
三
六
頁
。 

（
４) 

小
宮
豊
隆
「
中
村
吉
右
衛
門
論
」（
一
九
一
一
年
）
『
中
村
吉
右
衛
門
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
所
収
、
四
―
五
頁
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
田
中
秀
隆

『
近
代
茶
道
の
歴
史
社
会
学
』（
思
文
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
第
二
部
第
四
章
参
照
。 

（
５) 

柳
は
後
に
エ
ッ
セ
ー
「
東
洋
文
化
の
教
養
」（
一
九
五
二
年
）
に
お
い
て
、
学
習
院
高
等
学
校
に
学
ん
で
い
た
と
き
の
こ
と
を
、「
儒
教
な
ど
甚
だ
古
く
さ
く
思

わ
れ
、
漢
文
の
時
間
は
退
屈
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
仏
教
な
ど
は
顧
る
縁
が
極
め
て
薄
か
っ
た
」(X

IX
, 806)

、
と
回
想
し
て
い
る
。 

（
６) 

次
の
一
節
を
参
照
。「『
自
己
寂
滅
』
の
思
想
の
最
も
深
く
主
張
さ
れ
た
の
は
や
は
り
仏
教
で
あ
る
」(IV, 474)

。 

（
７) 

柳
と
ブ
レ
イ
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
見
真
理
『
柳
宗
悦
―
―
時
代
と
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
八
九
―
九
二
頁
、
お
よ
び
辛
那
炅
『
柳

宗
悦
の
工
芸
美
学
に
お
け
る
芸
術
と
社
会
―
―
民
芸
運
動
に
見
ら
れ
る
『
美
的
生
活
』
に
関
す
る
研
究
―
―
』（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論

文
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
一
〇
五
―
一
一
四
頁
参
照
。 
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（
８) 

一
九
三
六
年
の
開
館
時
に
は
「
美
術
」
と
い
う
語
を
取
り
除
き
「
日
本
民
芸
館
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
美
術
」
と
い
う
語
の
持
つ fine arts 

的
意

味
合
い
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

（
９) 
柳
自
身
、
こ
の
論
文
に
お
い
て D

iscipline, Surrender, C
om

m
union 

と
い
う
英
語
を
付
し
て
い
る
。 

（
10) 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
見
、
前
掲
書
、
一
四
二
―
一
五
一
頁
参
照
。 

（
11) M

artin H
eidegger, Sein und Zeit, in: G

esam
tausgabe, B

d. 2, S. 250f. 

（
12) 

中
世
末
期
の
茶
道
は
、
柳
の
手
に
よ
っ
て
、
民
芸
と
し
て
新
た
に
甦
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
柳
の
民
芸
運
動
を
茶
道
の
近
代
化
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
柳
が
自
ら
の
活
動
を
茶
道
と
関
連
づ
け
て
い
る
箇
所
と
し
て
は
、
次
の
一
節
を
参
照
。「
省
み
ら
れ
な
い
世
界
か
ら
、
私
が
集
め
て
き
た
多
く
の

民
器
、
私
は
そ
れ
等
を
顧
み
て
、
こ
と
ご
と
く
が
茶
器
だ
と
云
い
た
い
ほ
ど
な
の
で
す
。
…
…
工
芸
の
美
が
存
す
る
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
も
茶
道
が
存
す
る
と
、

そ
う
云
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」(305)

。 

（
13)

「
型
」
と
「
形
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
明
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
。「
型
」
は
、
元
来
、
具
体
的
な
「
形
」
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
別
の
意
味
を

指
し
示
す
形
、
す
な
わ
ち
、
予
兆
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
型
」
は
形
と
意
味
の
分
離
と
か
か
わ
る
ゆ
え
に
、「
模
型
」
や
「
鋳
型
」
と

い
っ
た
意
味
合
い
を
、
さ
ら
に
は
「
痕
跡
」
の
意
味
を
も
持
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
形
」
と
い
う
語
は
「
型
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
型
」

と
比
べ
て
、
よ
り
具
体
的
な
形
を
、
と
り
わ
け
人
間
の
形
姿
を
指
し
示
す
。「
形
」
の
「
チ
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、『
岩
波
古
語
辞
典
』
は
「
方

向
を
示
す
接
尾
語
か
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、「
用
い
方
」
の
「
方
」
は
「
方
向
」
を
意
味
す
る
名
詞
「
方
」
に
由
来
す
る
接
尾
辞
で
あ
っ
て
、
先
の
「
型
」

と
は
語
源
的
な
関
係
を
持
た
な
い
。 

（
14)

『
西
山
松
之
助
著
作
集
』（
吉
川
弘
文
館
）
第
二
巻
、
五
二
七
頁
参
照
。 

（
15) 

先
に
見
た
よ
う
に
、
柳
は
す
で
に
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
芸
術
」
（
一
九
二
一
年
）
に
お
い
て
「
型
」
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
民
画
を
扱

っ
た
論
考
「
大
津
絵
の
美
と
そ
の
性
質
」（
一
九
二
九
年
）
に
お
い
て
も
、「
あ
の
単
純
な
構
図
に
は
、
そ
の
背
後
に
う
ち
続
く
伝
統
の
跡
が
遠
く
見
え
る
。
あ

の
一
つ
の
型
に
、
ほ
と
ん
ど
模
様
に
も
等
し
い
定
ま
っ
た
形
に
落
ち
着
く
ま
で
に
、
如
何
に
長
い
年
月
と
、
そ
の
継
承
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
」(X

III, 94)

、
と

い
う
一
節
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
柳
は
「
型
」
を
重
視
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
お
「
型
」
と
「
形
」
を
区
別
し
て
い
な
い
。
柳
が
「
型
」
を
正
面
か
ら
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
一
年
の
論
考
「
工
芸
的
な
る
も
の
」
が
最
初
で
あ
る
が
、「
型
と
は
一
般
が
依
る
べ
き
標
式
で
あ
る
。
た
と
え
ば
茶
道
の
如
き
、

好
個
の
例
で
あ
ろ
う
。
型
は
法
則
で
あ
る
」(V

III, 470)

、
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
柳
の
「
型
」
の
理
論
は
「
茶
道
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ

れ
は
、「
茶
」
を
含
む
「
芸
道
」
に
お
い
て
「
型
」
と
い
う
語
が
重
要
な
意
味
合
い
を
担
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
芸
道
論
に
お
け
る
「
型
」
に
関
し

て
は
、
源
了
圓
『
型
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
） 

参
照
。 

 


